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　9月1日から10月 15日までの45日間、
9月議会が開かれます。今議会も新型コロナ
感染予防対策にとりくみながらの開催です。
市長提出議案として40件の議案が提出され
ました。一部紹介します。
　新型コロナ対策として、コロナ患者を受け
入れる病床を確保し、患者を受け入れた医療
機関に対し補助金を交付するために約10億
5350万円、保険適用されたPCR検査等に
かかる費用等の自己負担分や入院医療費等を
公費負担するために約6億 7000万円がそ
れぞれ提出されました。
　また、離職等により経済的に困窮している
方に対し、住居確保給付金を引き続き支給す
るために約6900万円、就労をめざすひと
り親（児童扶養手当受給者）に対して住宅
費を無利子で貸し付ける事業に約1300万
円、就労継続支援B型事業所ではたらく障
がい者の減少した工賃分を支援するために約
968万円などがそれぞれ提出されました。

小規模企業者等に3回目の給付金

　経済対策として、党市議団も求めてきた小
規模企業者等支援給付金の3回目の実施に
向けた予算が提出されました。緊急事態宣言
の再発出を受け、新型コロナの影響で売り上
げが減少した市内小規模企業者等に対する市
独自の経済支援策で、予算は14億 6800万
円です。党市議団として、思い切った新型コ
ロナ対策の拡充を求めて、議案審査に臨みま
す。

市議団ニュースは政務活動費で作られています

金子あきよ 市議　（17 分）

とりうみ敏行 市議　（18 分）

１ 市長の政治姿勢について
２ �さいたま市の
    新型コロナウイルス感染症対策について
３ コロナ禍の経済対策について
４ 市庁舎の移転問題について

１ 義務教育学校「武蔵浦和学園」の計画について
２ �放課後児童クラブの「公」「私」間格差と 今後の方向性について
３ 南消防署の改築について

あなたの声を市議会へあなたの声を市議会へ

思い切った思い切った
新型コロナ対策の拡充を新型コロナ対策の拡充を
9 月議会　議案紹介

　夏休みが終わり、2学期
が始まりました。デルタ株
によって、若い世代や児童
生徒に感染が広がっている
もとで、さいたま市教育委
員会は「児童生徒の学びを
止めない」「通常授業と自

宅でのオンライン授業を合わせたハイブリッ
ト授業」を実施することを決め、学校現場に
押しつけてきました。今、学校現場は混乱し
ています。
　最大の問題は、学校現場の声を聞かずにト
ップダウンで、2日前に突然教職員と保護者

に知らされたことです。オンライン授業の準
備が間に合わず、子どもの学びに格差がうま
れる懸念や、このやり方で感染防止対策にな
るのかなど不安の声も広がっています。
　党市議団は先日、夏休みの延長、分散登校
など感染抑制の対策をとること、部活動の停
止や検査の実施などを緊急提案しました。な
によりも重要なのは、児童生徒、教職員のい
のちを守ることを最優先に、学校現場の声を
よく聞き、対応策を話し合うことです。9月
議会文教委員会（9月 13日）で市教育委員
会の報告を受けます。保護者のみなさんの声
を寄せてください。

新学期を迎えた学校教育の課題について
団長　神田よしゆき

　9月 6日～ 9日におこ
なわれる代表・一般質問で、
とりうみ敏行市議と金子あ
きよ市議がおこなう質問の
予定項目をご紹介します。
日程が決まり次第、ホーム
ページでご案内します。

給付金の充実を求める要望書を提出
する土建・民商のみなさんととりう
み市議（左から 3人目・6月 23日）
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神田よしゆき
市議（北区）

金子あきよ
市議（南区）

とりうみ敏行
市議（浦和区）

松村としお
市議（緑区）

たけこし連
市議（中央区）

久保　みき
市議（桜区）

とばめぐみ
市議（見沼区）

あなたの身近な議員です

さいたま市革新懇と懇談する（右か
ら）とりうみ、神田、金子の各市議

市議団ニュースは政務活動費で作られています

地下鉄 7 号線延伸なぜ進まない？
これからどうする？

（松村としお市議）

6 月議会報告動画をご覧ください
日本共産党さいたま市議団 検索

　8月 23日に党市議団が申し入れをおこな
った、妊婦へのコロナワクチンの優先接種が
実現しました。
　8月26日、市は特設接種会場における妊婦

へのコロナワクチン（ファイザー製）の優先
接種枠の設定について発表。市営桜木駐車場
（大宮区）で、妊婦及びその夫（パートナー含む）
へのワクチン接種を実施します。

■申込方法
市のホームページから申し込み

※申し込みページについては決定次第、市のホームページでお知らせします
※申し込みの際は母子健康手帳をお手元にご用意ください

■優先接種対象者
①妊婦（ア～ウをすべて満たす方）

ア  本市のクーポン券を保有しており、ワクチン未接種であること
イ （8 月 25 日現在で）母子健康手帳を保有していること
ウ 事前に医師に相談し、ワクチン接種を受けてよいと言われていること

②妊婦の夫またはパートナーの方

■予約枠　約 1000回 /1 日

妊婦への
コロナワクチン優先接種が実現

　8月 20日、さいたま市革新懇（未来さい
たま）と党市議団が初めての懇談をおこない
ました。党市議団から神田よしゆき、とりう
み敏行、金子あきよの各市議が参加しました。
　革新懇は、平和・民主主義・暮らしの「３

市庁舎移転問題など市庁舎移転問題など
活発な意見交わされる活発な意見交わされる

つの共同目標」を掲げ全国で活動している市
民団体です。
　はじめに会の事務局長から「市議会の情報
を共有し、市政の動きをつかみたい」と懇談
の目的が話され、神田市議から市庁舎移転問
題、大宮GCS化構想、地下鉄7号線延伸な
どついて6月議会報告をおこないました。
　その後、参加者から水害時の広域避難及
び垂直避難についての市の考え方、地下鉄7
号線延伸では大野県知事が推進していること
について、大宮GCS化構想では2020年基
本構想について、市職員が新型コロナウイル
スに感染した場合の窓口業務への影響などに
ついて質問が出され、活発な意見交換の場と
なりました。今後も市政に関する懇談の場を
定期的に設けることを確認しました。

　9月議会も引き続き、新型コロナ感染予防
対策をおこないます。
　本会議は、議決をおこなう議事を除き、議

員は午前・午後で半数に分かれて出席、執行
部職員も必要最小限の出席とします。委員会
を含め、換気のための休憩を設けます。質疑
等に関する議員と職員とのやりとりは、文書
または電話でおこないます。傍聴はインター
ネット中継の推奨、傍聴者の検温、マスクの
着用、傍聴席の定員を半数とするなどして対
応します。

議会の
コロナ対策について

予約受付期間 接種日
【1回目】

接種日
【2回目】 会場の受付時間

9/7（火）10:00 ～ 9/12（日）18:00 9/19（日） 10/10（日） 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:009/14（火）10:00 ～ 9/19（日）18:00 9/26（日） 10/17（日）

※予約枠を上回る申し込みがあった場合は抽選


